
─ ─

現
代
科
学
か
ら
四
十
五
字
法
体
段
を
考
え
る

｜
仏
陀
と
成
仏
を
求
め
る
過
程
に
お
い
て
｜

齊

藤

朋

久

（
現
代
宗
教
研
究
所
嘱
託
）

近
年
、
仏
教
の
教
義
又
は
そ
れ
が
持
つ
世
界
観
の
現
代
科
学
と
の
近
接
が
よ
く
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
我
が
日
蓮
仏
教
も
、
例

外
で
は
な
い
。
否
む
し
ろ
、
日
蓮
仏
教
こ
そ
日
蓮
大
聖
人
が
、
現
代
科
学
の
提
示
す
る
世
界
観
を
七
百
有
余
年
以
前
に
感
得
、
予
見
さ
れ

て
い
る
最
た
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

立
教
開
宗
七
五
〇
年
を
二
〇
〇
二
年
に
ひ
か
え
、
日
蓮
宗
の
大
き
な
使
命
は
、
現
代
を
生
き
る
人
々
の
抱
え
る
様
々
な
悩
み
や
問
題
に

答
え
、
現
実
に
人
々
を
救
済
し
て
ゆ
く
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
使
命
の
遂
行
に
よ
っ
て
、
本
宗
も
は
じ
め
て
生
き
た
宗
門
た
り
え
る
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
此
れ
ら
の
人
類
の
抱
え
る
諸
問
題
は
、
現
代
に
お
い
て
は
、
人
類
の
生
活
が
地
球
規
模
に
有
機
的
に
つ
な
が
り
、
か
つ
そ

の
生
活
が
現
代
科
学
の
最
先
端
の
成
果
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
複
雑
化
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
問

題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
本
宗
の
教
え
の
現
代
化
と
、
そ
れ
が
立
脚
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
の
獲
得
が
必
要
で
あ
る
。

成
仏
に
よ
る
救
済

こ
こ
で
日
蓮
宗
に
お
け
る
救
済
と
は
何
か
、
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
全
て
の
仏
教
と
同
様
に
、
日
蓮
大
聖
人
の
仏
教
の
目
的
は
、
自

他
の
成
仏
に
よ
る
人
々
の
救
済
に
あ
っ
た
。
仏
教
に
於
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
救
済
の
意
味
は
、
人
を
生
老
病
死
の
四
苦
と
云
う
生
存
苦
か
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ら
救
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
対
個
人
の
救
済
は
、
人
の
意
識
の
進
化
を
加
速
さ
せ
、
輪
廻
転
生
の
意
識
レ
ベ
ル
か
ら
超
越
さ
せ
る
、
即
ち

生
存
苦
か
ら
成
仏
に
よ
っ
て
超
越
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
人
類
全
体
に
対
す
る
救
済
は
、
時
代
意
識
、
社
会
意
識
、
国
家
意
識
等

の
進
化
を
加
速
さ
せ
、
地
球
規
模
の
現
代
的
諸
問
題
を
現
実
的
に
解
決
し
て
ゆ
く
と
云
う
全
体
成
仏
と
い
う
救
済
原
理
に
よ
っ
て
成
し
得

る
こ
と
が
出
来
る
。
大
聖
人
は
、
こ
の
成
仏
に
よ
る
救
済
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
仰
せ
に
な
ら
れ
て
い
る
。

「
日
蓮
は
少
よ
り
今
生
の
い
の
り
な
し
、
只
仏
に
な
ら
ん
と
を
も
ふ
計
な
り
」

（
四
條
金
吾
殿
御
返
事
・
定
遺
一
三
八
四
頁
）
五
六
歳
著
、
内
三
九
ノ
三
七

「
我
不
愛
身
命
の
法
門
な
れ
ば
捨
命
、
此
法
華
経
を
弘
め
て
日
本
国
の
衆
生
を
成
仏
せ
し
め
ん
」

（
波
木
井
殿
御
書
・
定
遺
一
九
二
六
頁
）
弘
安
五
年
十
月
。
六
十
一
歳
。
於
武
蔵
池
上
作
。

人
類
の
救
済
の
た
め
に
は
、
成
仏
を
よ
く
解
明
し
、
そ
れ
を
現
実
に
可
能
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
為
に
は
、
成
仏

の
目
標
で
あ
る
仏
陀
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
日
蓮
大
聖
人
は
、
釈
尊
の
悟
り
の
内
容
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
陀

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
即
ち
、
宗
祖
は
、
四
重
興
廃
、
五
重
相
対
と
い
う
思
想
を
比
較
す
る
作
業
に
よ
っ
て
、
全
人
類
の
思
想
の
中
で
仏

教
、
仏
教
の
中
で
大
乗
仏
教
、
大
乗
仏
教
の
中
で
法
華
経
、
法
華
経
の
中
で
本
門
、
そ
し
て
そ
の
観
心
が
最
も
優
れ
た
悟
り
の
実
体
（
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
）
で
あ
る
と
し
て
、
全
仏
教
を
本
門
の
観
心
に
帰
納
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
釈
尊
の
悟
り
を
本
門
の
肝
心
と
し
て
お
捉
え
に
な

ら
れ
た
。久

遠
の
本
仏
そ
れ
は
大
宇
宙
そ
の
も
の

法
華
経
寿
量
品
に
説
き
顕
せ
ら
れ
た
釈
尊
の
悟
り
と
は
、
釈
尊
自
ら
の
本
体
が
久
遠
の
本
仏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

釈
尊
は
、
永
遠
の
昔
よ
り
生
き
続
け
る
無
始
無
終
の
宇
宙
の
大
生
命
を
お
悟
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
寿
量
品
に
は
、
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「
我
仏
を
得
て
よ
り
こ
の
か
た
、
経
た
る
所
の
諸
の
劫
数

無
量
百
千
万

億
載
阿
僧
祇
な
り
」（
妙
法
蓮
華
経
如
来
寿
量
品
・
平
楽

寺
二
六
八
頁
）

と
説
か
れ
て
い
る
。

ま
た
宗
祖
は
、『
懐
中
』（
か
い
ち
ゅ
う
、
え
ち
ゅ
う
、
伝
教
大
師
著
、
ま
た
は
皇
覚
著
）
の
言
葉
を
借
り
て
、
こ
の
久
遠
の
仏
が
大
宇

宙
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
仰
っ
て
い
る
。

「
又
云
く
『
次
に
随
自
本
門
真
実
の
本
と
は
、
釈
迦
如
来
は
是
れ
三
千
世
間
の
総
体
、
無
始
よ
り
こ
の
か
た
本
来
自
証
無
作
の
三
身
、

法
法
皆
具
足
し
て
闕
減
有
る
こ
と
無
し
』。
文
に
云
く
『
如
来
秘
密
神
通
之
力
』
と
」（
今
此
三
界
合
文

定
遺
二
二
九
二
頁
）
原
文
漢

文

文
応
元
年
。
三
十
九
歳
著
。

こ
の
よ
う
に
、
現
実
の
釈
尊
に
宇
宙
大
の
本
仏
が
具
足
す
る
と
い
う
仏
陀
観
を
法
華
経
が
持
つ
の
は
、
法
華
経
が
成
仏
の
目
標
で
あ
る

仏
陀
観
を
発
展
さ
せ
て
き
た
大
乗
経
典
の
最
高
発
展
段
階
に
あ
る
こ
と
か
ら
の
必
然
的
帰
結
で
も
あ
る
。

こ
の
久
遠
の
本
仏
を
、
宗
祖
は
釈
尊
一
人
の
本
体
の
み
で
は
な
く
し
て
、
我
ら
衆
生
即
ち
全
人
類
の
本
体
と
し
て
の
本
仏
で
も
あ
る
と

し
て
、
宗
祖
は
、

「
我
等
が
己
心
の
釈
尊
は
、
五
百
塵
点
、
乃
至
所
顕
の
三
身
に
し
て
、
無
始
の
古
仏
な
り
」（
如
来
滅
後
後
五
百
歳
始
観
心
本
尊
鈔
・

定
遺
七
一
二
頁
）
と
、
お
説
き
に
な
っ
て
い
る
。

即
ち
宗
祖
は
、
釈
尊
の
お
悟
り
を
解
明
し
、
成
仏
の
目
標
で
あ
る
仏
陀
を
久
遠
本
仏
た
る
大
宇
宙
と
し
、
ま
た
そ
れ
が
全
人
類
の
己
心

に
具
足
す
る
が
ゆ
え
に
一
切
衆
生
の
成
仏
の
目
標
足
り
得
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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宇
宙
生
命
観
（
四
十
五
字
法
体
段
の
現
代
釈
）

久
遠
実
成
の
釈
尊
、
久
遠
本
仏
は
、
三
身
即
一
無
始
無
終
の
久
成
の
三
身
の
仏
で
あ
っ
た
。
こ
の
仏
は
三
千
世
間
の
総
体
で
あ
り
、
宇

宙
の
総
て
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
十
方
世
界
の
多
く
の
分
身
諸
仏
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
即
ち
、
個
人
格
の
仏
で
は
な

く
、
総
和
の
人
格
よ
り
な
る
総
合
仏
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
観
心
本
尊
鈔
は
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
所
立
の
日
蓮
仏
教
の
中
核
を
な
す
聖
典
で
あ
り
、
そ
の
中
の
四
十
五
字
法
体
段
は
、
大
乗

所
産
の
観
念
を
悉
く
己
心
の
三
千
具
足
の
三
種
の
世
間
に
移
し
て
お
り
、
実
は
、
そ
れ
は
、
真
実
の
仏
陀
と
成
仏
の
構
造
を
説
き
明
か
し

た
御
文
章
な
の
で
あ
る
。
観
心
本
尊
鈔
の
四
十
五
字
法
体
段
を
中
心
に
、
日
蓮
仏
教
に
於
け
る
仏
陀
の
構
造
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
即

ち
、
意
識
を
中
心
と
し
た
本
仏
と
人
間
の
宇
宙
生
命
観
を
現
代
科
学
か
ら
考
え
、
大
聖
人
の
仏
陀
観
を
鮮
明
に
し
た
い
。

「
今
本
時
の
娑
婆
世
界
は
三
災
を
離
れ
四
劫
を
出
で
た
る
常
住
の
浄
土
な
り
。
仏
既
に
過
去
に
も
滅
せ
ず
未
来
に
も
生
せ
ず
、
所
化
以

て
同
体
な
り
。
此
れ
即
ち
己
心
の
三
千
具
足
の
三
種
の
世
間
な
り
。」（
観
心
本
尊
鈔
・
定
遺
七
一
二
頁
）
如
来
滅
後
後
五
百
歳
始
観
心

本
尊
鈔

文
永
十
年
四
月
。
五
十
二
歳
。
於
佐
渡
著
。
与
富
木
常
忍
書
。
真
蹟
在
中
山
法
華
経
寺
。
内
八
ノ
一
。

こ
の
御
聖
文
は
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。
即
ち
、

『
今
本
時
の
娑
婆
世
界
は
三
災
を
離
れ
四
劫
を
出
で
た
る
常
住
の
浄
土
な
り
』
｜
浄
土
観

『
仏
既
に
過
去
に
も
滅
せ
ず
未
来
に
も
生
せ
ず
』
｜
仏
陀
観

『
所
化
以
て
同
体
な
り
』
｜
成
仏
観

『
此
れ
即
ち
己
心
の
三
千
具
足
の
三
種
の
世
間
な
り
』
｜
教
法
観

こ
れ
ら
の
浄
土
観
、
仏
陀
観
、
成
仏
観
、
教
法
観
が
総
合
し
て
、
無
作
三
身
の
本
仏
の
全
貌
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
今
こ
こ
で
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は
、
そ
の
一
々
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
行
き
た
い
。

『
今
本
時
の
娑
婆
世
界
は
三
災
を
離
れ
四
劫
を
出
で
た
る
常
住
の
浄
土
な
り
』
｜
浄
土
観

先
ず
、『
今
』
と
は
即
身
成
仏
し
て
悟
っ
た
現
在
、
悟
る
前
の
時
と
区
別
し
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
日
蓮
仏
教
に
お
い
て
は
、

「
観
念
と
現
実
の
一
致
」
の
原
理
に
よ
っ
て
、
教
学
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
全
て
が
現
実
に
収
束
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
四
十
五
字
法
体
段

で
、
こ
の
「
観
念
と
現
実
の
一
致
」
原
理
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
『
今
』
は
、
現
実
を
表
す
た
め
に
用
い

ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
現
実
と
は
、
我
々
一
人
一
人
の
現
在
の
己
心
に
具
足
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
過
去

の
現
実
は
も
は
や
現
実
で
は
な
く
、
未
来
の
現
実
は
未
だ
現
実
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

『
本
時
』
と
は
教
相
上
か
ら
は
釈
尊
の
久
遠
成
道
の
時
を
示
す
が
、
こ
の
文
は
前
段
の
観
心
勝
の
立
場
か
ら
の
言
で
も
あ
る
か
ら
、
申

す
ま
で
も
な
く
、『
本
有
の
覚
体
を
証
す
る
時
』
を
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
本
覚
す
な
わ
ち
悟
り
の
立
場
に
立
っ
た
時
で

あ
り
、
凡
夫
の
時
間
軸
と
異
な
る
仏
の
立
場
に
立
っ
た
久
遠
の
時
で
、
凡
夫
の
時
空
を
越
え
た
久
遠
の
時
と
無
限
の
空
間
、
即
ち
高
次
元

を
さ
ら
に
越
え
絶
対
次
元
の
時
空
間
を
表
す
。
従
っ
て
、『
今
本
時
の
娑
婆
世
界
』
と
は
、
其
の
次
元
か
ら
見
た
娑
婆
の
事
を
云
う
。
こ

れ
が
時
に
約
し
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
ま
現
在
の
凡
夫
が
本
有
の
覚
体
を
証
す
る
時
と
云
う
意
味
で
あ
り
、
成
仏
観
を
基
調
と
し
て

四
十
五
字
法
体
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
そ
の
よ
う
な
表
現
と
な
っ
た
。

こ
の
本
覚
の
立
場
に
立
っ
た
信
解
脱
境
に
於
い
て
は
、
無
常
遷
滅
の
穢
土
娑
婆
は
、
本
有
不
変
常
住
不
滅
の
浄
土
の
現
象
世
界
に
於
け

る
表
現
と
な
る
。
こ
れ
は
観
念
上
で
は
な
く
、
体
験
的
に
う
け
と
れ
る
。
悟
り
の
境
地
に
立
つ
と
本
仏
と
同
体
の
立
場
に
立
つ
か
ら
、
無

常
遷
滅
に
左
右
さ
れ
ず
、
娑
婆
の
本
体
本
質
は
、
密
相
の
常
住
の
浄
土
と
感
得
さ
れ
る
。

こ
の
娑
婆
世
界
に
相
即
す
る
不
可
視
の
浄
土
は
、
理
論
物
理
学
者
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ボ
ー
ム
の
提
唱
す
る
「
明
在
系
と
暗
在
系
」
と
い
う

考
え
方
に
よ
っ
て
良
く
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
明
在
系
と
暗
在
系
に
つ
い
て
概
略
す
る
と
、
こ
の
宇
宙
は
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
私
達
の
存
在
す
る
物
質
的
宇
宙
の
背
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後
に
、
も
う
一
つ
の
視
覚
に
映
ら
な
い
宇
宙
が
存
在
す
る
。
目
に
見
え
る
物
質
的
宇
宙
を
明
在
系
（

）、
目
に
見
え
な
い

宇
宙
を
暗
在
系
（

）
と
い
う
。
暗
在
系
に
は
、
明
在
系
の
す
べ
て
の
物
質
、
精
神
、
時
間
、
空
間
な
ど
が
不
可
分
に
た

た
み
こ
ま
れ
て
い
る
。（『
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
と
気
の
科
学
』
青
土
社

参
照
）
こ
こ
で
、

と
は
、
開
示
さ
れ
た
自
明

な
秩
序
、
す
な
わ
ち
私
た
ち
が
知
り
得
る
秩
序
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

と
は
、
巻
き
込
む
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

と
は
、
目
に
見
え
な
い
秩
序
「
内
在
秩
序
」
の
こ
と
で
あ
る
。
要
は
、
密
相
の
常
住
の
浄
土
（
暗
在
系
）
即
ち
、
目
に
見
え

な
い
心
の
世
界
の
浄
土
が
、
現
象
世
界
即
ち
明
在
系
と
し
て
、
顕
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
た
生
物
学
的
に
考
え
る
と
、
現
象
世
界
の
諸
行
無
常
は
久
遠
本
仏
の
立
場
か
ら
見
る
と
永
遠
の
生
命
を
其
の
内
に
保
つ
た
め

の
新
陳
代
謝
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
人
間
に
於
け
る
肉
体
の
新
陳
代
謝
と
精
神
の
如
き
関
係
に
、
娑
婆
世
界
と
密
相

の
娑
婆
世
界
及
び
本
仏
は
あ
る
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
本
仏
か
ら
孤
立
し
た
関
係
に
あ
る
娑
婆
世
界
上
の
凡
夫
の
立
揚
か
ら
捉

え
ら
れ
る
三
災
も
四
劫
も
、
信
解
脱
境
に
立
ち
本
仏
の
目
を
通
し
て
見
る
と
、
新
陳
代
謝
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
無
苦
安
穏
の
世
界
観

が
、『
今
本
時
の
娑
婆
世
界
は
三
災
を
離
れ
四
劫
を
出
で
た
る
常
住
の
浄
土
な
り
』
の
聖
意
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
凡
夫
が
娑
婆
世
界
を

相
対
観
を
も
っ
て
見
る
と
き
、
諸
行
は
無
常
で
あ
る
。
し
か
し
、
信
解
脱
境
に
於
い
て
、
本
仏
の
立
場
か
ら
そ
れ
を
見
る
と
、
諸
行
無
常

は
、
本
仏
の
永
遠
の
相
を
現
象
世
界
に
表
現
す
る
手
段
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
娑
婆
世
界
の
実
相
と
は
密
相
の
本
体
界
の
部
分
と

現
象
界
の
部
分
と
が
一
体
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
本
仏
を
構
成
し
て
い
る
と
い
え
る
。

次
に
、
日
蓮
仏
教
の
仏
陀
と
成
仏
の
構
造
を
説
き
明
か
す
、
中
心
部
分
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

『
仏
既
に
過
去
に
も
滅
せ
ず
未
来
に
も
生
せ
ず
』
｜
仏
陀
観

『
所
化
以
て
同
体
な
り
』
｜
成
仏
観

仏
と
は
寿
量
御
本
仏
、
所
化
と
は
九
界
の
衆
生
が
、
同
体
と
な
り
、
不
生
不
滅
の
仏
の
生
死
相
を
現
じ
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
寿
量
御

本
仏
は
永
遠
の
万
有
の
本
体
で
あ
る
が
、
同
時
に
無
作
三
身
の
相
を
九
界
生
死
の
上
に
顕
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
の
一
念
三
千
観
と
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は
、
そ
う
い
う
仏
界
を
本
地
と
す
る
九
界
の
認
識
で
あ
る
。

即
ち
、
個
々
の
衆
生
と
云
う
よ
う
な
自
己
完
結
せ
る
独
立
的
実
体
性
を
も
っ
た
生
命
単
位
は
存
在
し
え
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
諸
法

無
我
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
無
限
の
仏
は
、
多
な
る
生
命
単
位
と
し
て
顕
現
し
、
九
界
、
娑
婆
世
界
、
宇
宙
空
間
と
し
て
顕
現
し
て
い

る
。
全
て
は
一
な
る
寿
量
本
仏
の
現
れ
で
あ
り
、
そ
し
て
全
て
の
生
命
と
存
在
は
相
関
係
し
合
い
、
連
鎖
し
、
一
な
る
生
命
体
、
本
仏
を

構
成
す
る
。
つ
ま
り
大
宇
宙
は
一
つ
の
生
命
体
で
あ
り
、
そ
れ
が
本
仏
そ
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
え
は
、、
大
宇
宙
を
精
神
と
肉
体
か
ら
成
る
生
命
体
と
観
る
宇
宙
生
命
観
と
い
え
る
が
、
現
代
の
思
想
で
こ
の
本
仏
観
に
接

近
し
つ
つ
あ
る
の
は
、
ガ
イ
ア
仮
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
球
を
一
つ
の
生
命
体
と
観
る
考
え
方
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
地
球
生
命
観
の

提
唱
者
の
一
人
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ラ
ヴ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
一
九
年
生
ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス
の
生
物
物
理
学
者
で
あ
る
、
そ
の
著

書
『
地
球
生
命
圏
』
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
そ
の
と
き
か
ら
、
私
た
ち
は
ガ
イ
ア
を
、
地
球
の
生
命
圏
、
大
気
圏
、
海
洋
、
そ
し
て
土
壌
を
含
ん
だ
ひ
と
つ
の
複
合
体
と
定
義
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
惑
星
上
に
お
い
て
生
命
に
最
適
な
物
理
化
学
環
境
を
追
求
す
る
ひ
と
っ
の
フ
イ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
、

あ
る
い
は
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
を
な
す
総
体
で
あ
る
」（『
地
球
生
命
圏
』
三
六

三
七
頁

・

ラ
ヴ
ロ
ッ
ク

工
作

舎
）

こ
こ
で
何
故
、
本
仏
の
現
れ
で
あ
る
我
々
衆
生
は
成
仏
を
目
指
す
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、
進
化
と
調
和
を
目
的
と
す
る
の
か
。
こ
こ
に

深
く
思
い
を
致
せ
ば
、
祖
文
に
「
一
念
三
千
の
佛
と
申
は
法
界
の
成
佛
と
云
ふ
事
に
て
候
ぞ
」（
船
守
彌
三
郎
許
御
書

定
遺
二
三
一

頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
大
宇
宙
生
命
体
で
あ
る
本
仏
自
体
が
更
な
る
成
仏
と
進
化
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
ろ

う
。
実
は
本
仏
は
自
己
の
進
化
と
調
和
の
た
め
に
、
多
な
る
分
身
と
し
て
、
我
々
衆
生
と
し
て
顕
現
し
修
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち

一
者
で
は
出
来
な
い
他
と
の
競
争
に
よ
っ
て
、
永
遠
な
る
者
に
は
無
か
っ
た
、
限
ら
れ
た
時
と
命
に
悲
し
み
生
老
病
死
に
苦
悩
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
進
化
が
図
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
大
宇
宙
の
御
本
仏
の
悠
久
の
歴
史
は
、
四
劫
即
ち
成
劫
（
成
立
の
時
代
）、
住
劫
（
安
定
の
時
代
）、
壊
劫
（
破
壊
の
時
代
）、
空

劫
（
何
も
な
い
時
代
）
の
四
期
を
通
し
一
貫
し
た
目
的
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
事
に
な
る
。

現
代
の
最
も
有
力
な
宇
宙
論
で
あ
る
ビ
ッ
ク
バ
ン
理
論
か
ら
、
こ
の
宇
宙
の
発
生
か
ら
終
末
ま
で
の
合
目
的
な
展
開
を
考
え
て
み
た

い
。
こ
の
宇
宙
論
は
、
ロ
シ
ア
生
ま
れ
の
ア
メ
リ
カ
の
物
理
学
者
ガ
モ
フ
が
一
九
四
八
年
に
発
表
し
た
も
だ
が
、
宇
宙
は
、
約
一
五
〇
億

年
前
、
高
温
、
高
密
度
の
状
態
か
ら
爆
発
的
に
膨
張
し
て
今
に
至
っ
た
と
す
る
宇
宙
論
で
あ
る
。（
チ
ン
・
ズ
ア
ン
・
ト
ゥ
ア
ン
著
『
宇

宙
の
起
源
』
創
元
社

参
照
）
こ
の
爆
発
は
時
間
も
空
間
も
物
質
さ
え
も
な
い
一
つ
の
点
即
ち
、
特
異
点
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

こ
の
爆
発
前
の
宇
宙
の
状
態
は
ま
さ
に
、
主
客
合
一
、
物
質
も
精
神
も
時
空
間
さ
え
も
が
一
点
に
合
一
し
て
い
る
。
此
れ
が
正
に
、
宇
宙

と
い
う
仏
の
境
と
智
が
冥
合
し
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
状
態
で
あ
る
。
宇
宙
は
境
智
冥
合
の
一
点
一
者
か
ら
膨
張
発
展
し
、
多
数
存
在
と

な
り
、
更
に
境
地
冥
合
の
一
点
に
集
約
さ
れ
て
行
く
と
お
も
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
宇
宙
の
最
終
目
標
は
境
地
冥
合
で
あ
る
と
い
え
る
。

「
又
云
く
『
本
門
に
於
て
亦
二
種
有
り
、
一
に
は
随
他
の
本
門
、
二
に
は
随
自
の
本
門
な
り
。
初
に
随
他
の
本
門
と
は
五
百
塵
点
の
本

初
の
実
成
は
正
く
本
行
菩
薩
道
所
修
の
行
に
由
る
。
久
遠
を
説
く
と
雖
も
其
時
分
を
定
め
、
遠
本
を
明
す
と
雖
も
因
に
由
つ
て
果
を
得

る
の
義
は
始
成
の
説
に
順
ず
。
具
に
寿
量
品
の
中
に
説
く
所
の
五
百
塵
点
等
の
如
し
』
文
。
又
云
く
『
次
に
随
自
本
門
真
実
の
本
と

は
、
釈
迦
如
来
は
是
れ
三
千
世
間
の
総
体
、
無
始
よ
り
こ
の
か
た
本
来
自
証
無
作
の
三
身
、
法
法
、
皆
具
足
し
て
闕
減
有
る
こ
と
無

し
』。
文
に
云
く
『
如
来
秘
密
神
通
之
力
』
と
。」（
今
此
三
界
合
文
・
定
遺
二
二
九
二
頁
）（
原
文
漢
文
）
文
応
元
年
。
三
十
九
歳
著
。

外
一
六
ノ
九
。

こ
の
聖
文
で
は
、
久
遠
本
仏
を
三
千
世
間
の
総
体
と
説
か
れ
、
宇
宙
法
界
そ
の
も
の
と
お
説
き
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
即
ち
、
久
遠
本
仏
の
仏
身
は
大
宇
宙
そ
の
も
の
と
お
説
き
に
な
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
大
宇
宙
そ
の
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
久

遠
本
仏
は
無
始
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
今
日
の
宇
宙
理
論
の
ビ
ッ
ク
・
バ
ン
理
論
に
よ
る
と
宇
宙
創
成
が
約
一
五
〇
億
年
と
さ
れ
て
い
る

の
も
、
五
百
塵
点
の
表
現
に
よ
る
久
遠
本
初
と
比
較
し
て
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
に
科
学
と
仏
教
の
一
致
を
み
る
こ
と
が
出
来
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る
。此

の
よ
う
に
、
久
遠
本
仏
が
宇
宙
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
他
の
諸
仏
は
必
然
的
に
久
遠
本
仏
の
分
身
の
諸
仏
と
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
。
宇
宙
の
総
体
そ
の
も
の
で
あ
る
釈
尊
の
な
か
に
、
他
仏
は
存
在
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
今
法
華
経
は
四
十
余
年
の
諸
経
を
一
経
に
収
め
て
、
十
方
世
界
の
三
身
円
満
の
諸
仏
を
あ
つ
め
て
釈
迦
一
仏
の
分
身
の
諸
仏
と
談
ず

る
故
に
、
一
仏
一
切
仏
に
し
て
妙
法
の
二
字
に
諸
仏
皆
収
れ
り
」（
唱
法
華
題
目
鈔
・
定
遺
二
〇
三
頁
）
文
応
元
年
五
月
。
三
十
九

歳
。
於
鎌
倉
名
越
著
。

こ
の
分
身
の
諸
仏
の
思
想
も
、
ビ
ッ
ク
・
バ
ン
理
論
に
よ
る
宇
宙
大
爆
発
と
比
較
し
て
考
え
る
と
、
原
初
に
於
て
、
久
遠
の
釈
尊
が
分

身
散
体
し
て
そ
の
分
身
諸
仏
を
生
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
宇
宙
は
分
裂
し
て
、
今
拡
大
膨
張
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
や
が

て
は
収
縮
し
て
一
点
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
一
点
が
、
ビ
ッ
グ
・
ク
ラ
ン
チ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
全
て
が
一
点
に
集
約
し
て
い
く
。

こ
の
宇
宙
現
象
を
、
宇
宙
生
命
体
、
特
に
意
識
進
化
の
立
場
か
ら
考
察
し
て
い
る
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
で
古
生
物
学
者
の
テ
イ

ヤ
ー
ル
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
『
現
象
と
し
て
の
人
間
』
と
い
う
著
書
の
中
で
、
次
第
に
私
ど
も
人
類
の

意
識
の
共
有
部
分
が
多
く
な
っ
て
い
っ
て
、
宇
宙
の
終
わ
り
に
一
体
と
な
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
類
意
識
の
進
化
と
い
う
意
味

の
成
仏
で
あ
り
、
人
類
全
体
が
成
仏
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
概
念
と
言
え
る
。

寿
量
本
仏
の
衆
生
救
済
は
、
仏
の
自
己
救
済
で
あ
る
。
本
仏
の
慈
悲
は
私
た
ち
の
慈
悲
、
私
た
ち
が
慈
愛
を
以
て
人
を
救
う
こ
と
は
、

自
分
が
自
分
を
愛
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
本
仏
が
人
々
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
り
、
自
己
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
の
目
は
本
仏
の

目
、
私
た
ち
の
耳
は
本
仏
の
耳
、
私
た
ち
の
鼻
、
舌
、
身
体
、
心
も
本
仏
の
も
の
、
私
た
ち
の
五
官
六
根
を
通
し
て
心
に
感
じ
た
事
は
、

全
て
の
命
に
響
き
あ
い
、
本
仏
の
心
に
届
き
、
全
て
の
生
き
物
の
経
験
は
本
仏
の
経
験
と
し
て
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
。
個
々
の
私

た
ち
の
観
念
と
現
実
の
一
致
は
統
合
さ
れ
、
本
仏
の
境
地
冥
合
の
内
的
質
を
た
か
め
る
。

こ
の
こ
と
は
、
現
代
情
報
革
命
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
、
各
自
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
一
人
一
人
の
衆
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生
に
当
た
り
、
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ご
と
き
も
の
又
は
全
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
総
和
は
、
本
仏
に
当
た
り
、
各
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
情
報
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
似
て
い
る
。

無
限
な
る
仏
は
有
限
を
展
開
し
、
無
限
に
回
帰
す
る
。
永
遠
な
る
本
仏
は
時
空
間
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
限
な
る
時
間
を
創
出

し
、
多
な
る
衆
生
に
大
い
な
る
経
験
を
可
能
と
す
る
時
と
処
を
与
え
た
。
本
仏
も
衆
生
と
共
に
永
遠
を
生
き
、
進
化
を
め
ざ
す
。
す
な
わ

ち
『
仏
既
に
過
去
に
も
滅
せ
ず
、
未
来
に
も
生
せ
ず
、
所
化
以
て
同
体
な
り
』
で
あ
る
。

以
上
が
、
我
々
一
切
衆
生
の
己
心
に
具
足
す
る
実
在
十
界
の
身
土
で
あ
り
、
一
念
三
千
と
三
種
の
世
間
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本

仏
の
己
心
も
、
我
々
凡
夫
の
己
心
、
行
者
の
一
念
と
一
つ
の
も
の
で
あ
り
、
本
国
土
と
も
同
一
体
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
久
遠
の
仏
陀
と
は
、
教
主
釈
尊
の
上
に
の
み
発
迹
顕
本
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
一
切
衆
生
の
上
に
も
発
迹
顕
本
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
覚
無
作
三
身
の
如
来
と
し
て
、
一
切
衆
生
の
生
命
の
中
に
、
人
格
の
主
体
と
し
て
霊
在
す
る
尊
厳
で
あ
り
、
慈
悲

で
あ
り
、
聡
明
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
久
遠
本
仏
は
教
主
一
仏
の
内
鑑
で
は
な
く
、
全
人
類
の
内
鑑
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
を
以
て
事
の

一
念
三
千
観
と
す
る
の
が
、

『
此
れ
即
ち
己
心
の
三
千
具
足
の
三
種
の
世
間
な
り
』
｜（
教
法
観
）、
の
聖
意
で
あ
る
。

己
心
の
三
千
具
足
は
無
相
霊
在
の
本
体
界
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
具
現
す
る
三
種
世
間
は
本
覚
仏
の
生
命
表
現
の
世
界
観
で
あ
る
。
三

種
の
世
間
を
三
千
具
足
と
別
に
重
ね
の
は
、
前
者
が
暗
在
系
で
あ
り
、
後
者
が
明
在
系
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
を
久
遠
本
仏
の
無
作
三
身
観
か
ら
述
べ
る
と
、
三
種
世
間
は
無
作
の
本
仏
の
一
身
が
、
国
土
世
間
は
法
身
、
五
蘊
世
間
は
報
身
、

衆
生
世
間
は
応
身
と
し
て
顕
現
し
て
い
る
と
見
る
義
と
な
る
。

こ
こ
で
、「
己
心
の
三
千
具
足
の
三
種
の
世
間
な
り
」
と
云
う
、
心
に
宇
宙
総
体
が
具
足
し
、
し
か
も
宇
宙
の
ど
の
部
分
も
互
い
に
他

の
部
分
を
互
具
し
合
っ
て
い
る
と
い
う
宇
宙
モ
デ
ル
の
中
で
、
現
代
に
お
い
て
著
名
な
も
の
は
、「
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
宇
宙
モ
デ
ル
」
で

あ
る
。
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（
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー

一
念
三
千

十
界
互
具
）

こ
こ
で
、
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
は
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
使
っ
た
三
次
元
の
写
真
画
像
の
作
成
方
法
で
あ
る
。

「
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー

、
三
次
元
の
写
真
画
像
を
つ
く
る
方
法
。
レ
ン
ズ
を
つ
か
わ
な
い
た
め
、
レ
ン
ズ
レ
ス
撮
影
法
と

も
い
う
。
ネ
ガ
は
ホ
ロ
グ
ラ
ム
と
よ
ば
れ
る
。
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
原
理
は
、
一
九
四
八
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
物
理
学
者
デ
ニ
ス
・
ガ

ボ
ー
ル
が
考
案
し
た
。
実
際
に
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
撮
影
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
六
二

六
四
年
に
か
け
て
レ
ー
ザ
ー
が
開
発

さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
八
〇
年
代
後
半
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
波
や

線
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
を
つ
か
っ
た
ホ
ロ
グ
ラ
ム
、
実
際
の
色
を
う
つ

し
だ
す
ホ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
音
波
を
つ
か
っ
た
超
音
響
ホ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。」（

）

こ
の
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
理
論
を
使
っ
て
宇
宙
モ
デ
ル
を
提
唱
し
た
人
に
カ
ー
ル
・
プ
リ
グ
ラ
ム
が
い
る
。
カ
ー
ル
・
プ
リ
グ
ラ
ム
は
、

ス
タ
ン
ホ
ー
ド
大
学
の
教
授
を
勤
め
た
ほ
ど
の
有
名
な
大
脳
生
理
学
者
で
あ
る
が
、
か
れ
は
そ
れ
ま
で
の
機
械
論
的
な
脳
の
モ
デ
ル
か
ら

ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
的
な
脳
の
モ
デ
ル
を
提
唱
し
た
。
そ
れ
は
、
脳
の
全
体
に
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
的
に
た
た
み
込
ま
れ
て
い
る
記
憶
が
存
在

す
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
か
ら
で
あ
る
。
更
に
こ
の
考
え
を
発
展
さ
せ
て
、
か
れ
は
全
体
が
部
分
に
備
わ
る
と
い
う
ホ
ロ
グ
ラ

フ
ィ
ー
的
宇
宙
モ
デ
ル
を
考
え
た
。（『
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
と
気
の
科
学
』
青
土
社

参
照
）

宗
祖
は
、
こ
の
よ
う
な
部
分
に
全
体
が
備
わ
る
と
い
う
よ
う
な
宇
宙
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
仰
せ
に
な
ら
れ
て
い
る
。

「
本
門
に
い
た
り
て
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
爾
前
迹
門
の
十
界

の
因
果
を
打
ち
や
ぶ
（
破
）
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
は
す
。
此
れ
即
ち
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具

し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
り
て
、
真
の
十
界
互
具
、
百
界
千
如
、
一
念
三
千
な
る
べ
し
」（
開
目
抄
・
定
遺
五
五
二
頁
）
文
永
九

年
二
月
。
五
十
一
歳
。
於
佐
渡
著
。
真
蹟
於
身
延
焼
失
。
内
二
ノ
一
。

こ
の
よ
う
な
、
全
体
が
部
分
に
た
た
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
、
互
具
す
る
と
い
う
宇
宙
構
造
に
お
い
て
、
物
質
、
精
神
、
時
間
、
空
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間
か
ら
構
成
さ
れ
る
大
宇
宙
は
、
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
的
に
妙
法
五
字
に
た
た
み
込
ま
れ
て
お
り
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
は
大
宇
宙
の
仏
種

で
あ
る
。、
ま
た
そ
の
宇
宙
は
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
か
ら
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
的
に
展
開
し
て
い
る
。
従
っ
て
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
南

無
妙
法
蓮
華
経
と
受
持
す
る
こ
と
は
、
大
宇
宙
そ
の
も
の
を
受
持
す
る
事
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
帰
命
す
る

こ
と
は
、
大
宇
宙
の
実
体
と
そ
の
法
則
に
一
体
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
大
宇
宙
の
万
象
と
総
和
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
仏
界
の
仏
の
己
心
と
九
界
の
衆
生
の
己
心
は
同
体
に
し
て
、
事
の
一
念
三
千
の
根
幹
で
あ
る
十
界
の
久
遠
実
在
の
仏
を
具
足
し

て
い
る
。

こ
の
「
己
心
」
は
、
仏
教
の
心
識
学
た
る
「
唯
識
」
に
於
け
る
「
九
識
」
を
指
す
。

「
此
御
本
尊
全
く
余
所
に
求
め
る
こ
と
な
か
れ
。
只
我
等
衆
生
法
華
経
を
持
ち
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
ふ
る
胸
中
の
肉
団
に
お
わ
し

ま
す
な
り
。
是
を
九
識
心
王
真
如
の
都
と
は
申
す
也
」（
日
女
御
前
御
返
事
・
定
遺
一
三
七
六
頁
）

日
蓮
大
聖
人
は
、
人
間
心
理
の
奥
底
に
位
す
る
第
九
識
を
も
っ
て
本
仏
と
さ
れ
て
い
る
。
釈
迦
牟
尼
仏
も
そ
の
本
仏
を
覚
悟
し
、
自
他

彼
此
の
境
界
を
超
越
し
て
、
生
命
一
体
の
原
理
を
現
実
生
活
の
上
に
表
現
し
た
「
有
相
顕
在
の
仏
」
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
於

て
、
釈
尊
と
等
し
く
救
い
の
道
を
行
ず
る
者
を
成
仏
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。

第
九
識
は
、
人
間
の
心
識
に
於
て
は
主
我
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
は
愛
を
生
命
と
す
る
仏
性
で
あ
る
。
同
時
に
、
現
象
世
界
を
顕
現
せ

し
む
る
本
体
界
で
あ
る
。
本
体
界
は
神
秘
蘊
在
の
世
界
で
あ
り
、
そ
の
本
体
界
に
こ
そ
万
有
の
起
源
が
あ
り
、
万
物
の
創
造
の
意
志
が
あ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
九
識
の
よ
う
な
精
神
原
理
は
、
近
代
の
心
理
学
で
は
、
人
間
と
宇
宙
の
所
謂
ユ
ン
グ
の
共
通
的
無
意
識
を
更
に
発
展
さ
せ
た
よ
う

な
根
元
意
識
が
九
識
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
顕
現
が
現
象
世
界
の
銀
河
系
や
大
宇
宙
の
星
々
と
、
そ
こ
に
存
在
す
る
ア
メ
ー
バ
ー
か
ら
人

類
に
至
る
ま
で
の
生
命
の
総
体
で
あ
る
。

こ
の
九
識
が
宇
宙
を
作
り
だ
し
て
い
る
と
言
う
考
え
は
、
量
子
力
学
で
は
、
い
わ
ゆ
る
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
解
釈
に
相
当
す
る
。
こ
れ
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は
、
ボ
ー
ア
研
究
所
が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る
量
子
力
学
を
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
解
釈
と
い
う
。
簡

単
に
言
う
と
「
観
測
者
の
心
に
よ
り
波
動
が
収
縮
し
て
素
粒
子
と
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
ボ
ー
ア
の
相
補
性
原
理
に
よ

り
、
数
学
的
に
は
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
不
確
定
性
原
理
の
上
に
成
り
立
つ
考
え
で
あ
る
。（
ジ
ョ
ン
・
グ
リ
ビ
ン
著
『
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン

ガ
ー
の
猫
』
地
人
選
書

参
照
）

現
代
科
学
に
お
い
て
、
物
質
は
、
分
子
、
原
子
、
原
子
核
、
電
子
、
陽
子
、
中
性
子
、
中
間
子
、
と
細
分
化
さ
れ
、
現
在
で
は
物
質
の

最
小
単
位
は
、
一
九
六
九
年
ア
メ
リ
カ
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
行
わ
れ
た
陽
子
の
中
に
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
子
を
打
ち
込
む
実
験
に

よ
り
突
き
止
め
ら
れ
た
ク
オ
ー
ク
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ク
オ
ー
ク
は
無
か
ら
生
じ
、
ま
た
消
滅
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

素
粒
子
は
、
粒
子
で
あ
る
と
同
時
に
波
動
で
も
あ
る
。
要
す
る
に
物
質
は
、
波
動
で
あ
る
。
こ
こ
で
精
神
も
エ
ネ
ル
ギ
ィ
ー
と
し
て
波
動

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
大
宇
宙
で
あ
る
本
仏
は
、
物
質
界
と
精
神
界
を
通
し
て
波
動
に
よ
る
連
続
体
と
し
て
一
如
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。

「
一
念
三
千
は
十
界
互
具
よ
り
こ
と
は
じ
ま
れ
り
」（
開
目
鈔
・
定
遺
五
三
九
頁
）

十
界
互
具
か
ら
一
念
三
千
が
始
ま
る
、
即
ち
こ
の
本
仏
宇
宙
生
命
体
（
ガ
イ
ア
）
は
ホ
ロ
グ
ラ
ム
構
造
を
取
り
、
そ
の
ま
ま
そ
れ
が
、
本

仏
、
凡
夫
の
己
心
（
神
的
無
意
識
九
識
）
に
具
足
す
る
。

こ
の
宇
宙
生
命
体
の
歴
史
は
、
暗
在
系
に
た
た
み
込
ま
れ
た
時
空
間
の
設
計
図
（
仏
国
土
）
に
従
い
、
現
象
的
に
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
現

じ
、
一
者
か
ら
多
者
と
な
り
、
進
化
論
的
発
展
を
遂
げ
、
オ
メ
ガ
ポ
イ
ン
ト
を
目
指
す
。

ま
た
、
こ
の
宇
宙
の
構
造
は
、
一
者
た
る
本
仏
か
ら
の
顕
現
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
構
造
は
、
フ
ラ
ク
タ
ル
と
な
る
。

「
フ
ラ
ク
タ
ル

ど
ん
な
に
小
さ
な
部
分
を
と
っ
て
み
て
も
、
図
形
全
体
と
同
じ
く
ら
い
複
雑
な
構
造
を
も
つ
よ
う
な
幾

何
学
的
図
形
。「
断
片
の
」「
端
数
の
」
と
い
う
意
味
で
、
自
己
相
似
と
い
う
性
質
、
つ
ま
り
小
さ
い
部
分
を
拡
大
し
て
み
る
と
、
図
形

全
体
と
同
じ
形
に
な
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
に
近
い
性
質
を
も
っ
て
い
る
。」（

）
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宇
宙
は
、
大
宇
宙
か
ら
ミ
ク
ロ
の
宇
宙
原
子
の
世
界
に
い
た
る
ま
で
相
似
的
な
構
造
を
し
て
い
る
。
即
ち
、
太
陽
の
回
り
を
惑
星
が
公

転
す
る
姿
と
原
子
核
の
回
り
を
電
子
が
回
っ
て
い
る
姿
は
、
と
て
も
よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
を
宇
宙
の
フ
ラ
ク
タ
ル
構
造
い
う
。

御
本
仏
、
時
空
間
の
設
計
図
、
大
曼
陀
羅
御
本
尊
、
戒
壇
、
仏
国
土
へ
の
過
程
的
存
在
娑
婆
世
界
は
、
フ
ラ
ク
タ
ル
な
構
造
を
と
る
。

精
神
と
物
質
は
、
二
元
的
存
在
で
は
な
く
連
続
体
で
あ
り
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
そ
の
全
て
が
具
足
す
る
。

宗
祖
は
、
妙
法
蓮
華
経
が
大
宇
宙
の
生
命
た
る
本
仏
で
あ
る
と
説
か
れ
て
お
ら
れ
る
。
即
ち
、
諸
法
実
相
鈔
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

「
さ
れ
ば
釈
迦
、
多
宝
の
二
仏
と
云
ふ
も
用
の
仏
な
り
。
妙
法
蓮
華
経
こ
そ
本
仏
に
て
は
お
は
し
候
ヘ
。
経
に
云
く
『
如
来
秘
密
神
通

之
力
』
是
れ
な
り
」（
諸
法
実
相
鈔
・
定
遺
七
二
四
頁
）

観
心
本
尊
鈔
四
十
五
字
法
体
段
に
続
く
文
章
に
は
、
本
門
の
肝
心
、
即
ち
四
十
五
字
法
体
が
、
イ
コ
ー
ル
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
で

あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
お
説
き
に
な
ら
れ
て
い
る
。

「
此
の
本
門
の
肝
心
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
於
て
は
、
仏
、
猶
ほ
文
殊
、
薬
王
等
に
も
之
を
付
属
し
給
は
ず
、
何
に
況
や
其

の
已
下
を
や
」（
如
来
滅
後
後
五
百
歳
始
観
心
本
尊
鈔
・
定
遺
七
一
二
頁
）

即
ち
、
こ
の
宇
宙
の
本
仏
の
仏
意
を
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
承
継
し
、
人
類
救
済
と
仏
国
土
建
設
の
仏
願
仏
業
に
精
進
す
る
の
が
、
地
涌

の
菩
薩
た
る
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
。
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学
概
論
』
行
道
文
庫

『
宗
門
改
造
』
高
佐
日
煌

『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』

『
妙
法
蓮
華
経
』
平
楽
寺
書
店

『
岩
波
仏
教
辞
典
』
中
村
元
他

岩
波
書
店

『
仏
教
語
大
辞
典
』
中
村
元

東
京
書
籍

『
日
蓮
辞
典
』
宮
崎
英
修
編

東
京
堂
出
版

※
本
稿
は
第
五
四
回
日
蓮
宗
教
学
発
表
大
会
で
発
表
し
た
原
稿
を
加
筆
、
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。


